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演題名 「メディカルアロマの実践を試みて」

施設名 ナースインホームひまわり
(ふりがな)

発表者（職種） 山口
やまぐち

　博子
ひろこ

　（介護福祉士）

改善の指標と
その目標値

（指 標）　　・利用者：アセスメント評価（浮腫・冷え・不穏・不眠・呼吸苦・痛み・皮膚トラブル）の症状
　　　　　　　・スタッフ：アンケート結果の精神的健康状態（気分、意欲、睡眠、興味）の五段階評価

（目標値）　・利用者：評価の改善・緩和した人数が80％以上
　　　　　　　・スタッフ：平均指数が改善10％以上

(ふりがな)

チーム名 ハーディネス＆レジリエンス

分類 ⑥その他

取り組種別 施策実行型

改善しようとした
問題課題

■ナースインホームひまわりではメディカルアロマの取り組みを2022年度から実施していた。
■メディカルアロマの実践により症状改善緩和の効果を得られている印象があり、当事業所の特徴の1つと
して継続的にケアを実践している。
■幸せホルモンの観点からメディカルアロマの効果を検証した。

実施した対策

■期間は令和5年10月5日～令和5年11月9日まで
■ご利用者は様々な不快な症状の中で不快症状ベスト７をアセスメントを実施しアプローチ症状を選定。免
疫力低下のみられるご利用者は免疫向上の精油を選定しケアを実施。使用後の効果を確認する。
■スタッフはメンタルヘルスケアマネジメントの観点からレジリエンス力を高めるため体質的な精油選定に基
づき精油レシピを選定し使用後のメンタル回復効果を確認する。

改善指標の
対策実施

前後の変化

（実施前）
・利用者：24名が（浮腫・冷え・不穏・不眠・呼吸苦・痛み・皮膚トラブル）症状課題があり。
・スタッフ：全体のアンケート結果の指標平均点2.8点
（実施後）
・利用者：20名改善・緩和、83.3％改善
・スタッフ：平均3.2点、15％改善（上昇）

歯止めと
標準化

■法人内のメディカルアロマの取り組みを参考に、有資格者でアロマ使用の管理を行う。
■看護アセスメント項目に不快症状のアセスメント項目追加。
■メディカルアロマ実践マニュアルに基づいてケアを実施しセルフケアも推進していく。
■スタッフについては人事考課面談を軸にメンタルヘルスサポートにメディカルアロマを活用

活動の種類
※複数選択可

①職場単位の活動

チーム
メンバー
（職種）

③テーマに合わせて形成したチーム活動 及川佳知 介護福祉士

山口博子 介護福祉士

看護師

佐藤伸也

川村望

伊藤きよみ

活動回数 5

活動期間 令和５年10月～11月

ケアマネジャー

阿部まなみ 看護師

④その他 櫻井厚子 事務

介護福祉士

③管理部門活動の場
※複数選択可

②支援部門

リーダー名
（職種）

及川佳知　（介護福祉士）

回


